
土石流により複数電柱が流出。
幹線光400芯ケーブル断線によりサービス断が発生

菅川の氾濫により船木シェルターが浸水。
これにより機器障害・電力供給の断によりサービス断が発生。

×

×

三原市本郷町





水位

水位



××

複数個所の土石流により多数の電柱が倒壊。
幹線光多芯ケーブルが断線しサービス断が発生。

三原市大和町







ケーブルテレビ
事業者様

JCC
アクセス
ポイント

JC-HITS
東京メディアセンター

JCC HOG

インターネット網
Internet

Exchange

インターネットエクスチェンジを
経由した配信ネットワーク

主系信号
多チャンネル信号

（CAS付信号）

インターネット通信

副主系信号
多チャンネル信号

（CAS付信号）

閉域網

公衆網

ケーブルコネクト - IX経由によるJC-HITS重畳サービス -

※1：副系信号(赤)とインターネット通信(緑)は、
論理的に完全分離 (VLAN)

※1



JCC
アクセス
ポイント

JC-HITS
東京メディアセンター

JCC HOG

インターネット網
Internet

Exchange

■7月6日 23:00頃

土砂災害により断線

VLANによる論理パス

西日本豪雨の影響により土砂崩れが発生、
JC-HITSを受信しているアクセス回線が断線しサービス断

多チャンネル障害

西日本豪雨災害時の事例紹介
多チャンネル信号
（CAS付信号）

インターネット通信

ケーブルテレビ
事業者様



ケーブルテレビ
事業者様

JCC
アクセス
ポイント

JC-HITS
東京メディアセンター

JCC HOG

インターネット網
Internet

Exchange

インターネットエクスチェンジを
経由した配信ネットワークを構築

多チャンネル復旧

西日本豪雨災害時の事例紹介

VLANによる論理パス多チャンネル信号
（CAS付信号）

インターネット通信

■7月7日 12:00頃

ケーブルテレビ事業者様とインターネットエクスチェンジの間で
VLANによる論理パスを構築。

インターネットエクスチェンジ経由でJC-HITS信号を配信し
各社エンジニアの迅速な連携により通常４日かかる復旧作業を12時間で実現。



平成３０年西日本豪雨災害
災害放送について

三原テレビ放送の取り組み



・人的被害 死者８名 負傷者１０名

・建物被害

浸水被害 ４，０４５棟（うち住宅 ２，６１６棟）

土砂災害 ２３７棟（うち住宅 １４６棟）

・断水 ７月７日～ 一部地域を除き市内全域で断水

ほとんどの地域で約２週間断水続く

約１ヵ月続いたところも・・・

三原市内の被害状況



■７月５日（木）１２時３８分 大雨警報発表・三原市災害警戒本部設置

→通常放送を災害放送に切り替え、テロップで本部の設置、

今後の大雨に対する注意をよびかけ。

社屋前の沼田川の映像をＬＩＶＥ中継

■７月６日（金）１１時００分 氾濫危険のある河川地域に避難勧告

■７月６日（金）１７時００分 氾濫危険のある河川地域に避難勧告

■７月６日（金）１９時４０分 大雨特別警報発表・市内全域に避難指示

→気象情報、避難情報、避難所情報、大雨に関する

注意喚起をテロップやアナウンスで紹介。

三原テレビの災害放送



７月６日１９時４０分

市内全域に避難指示が発令されて以来、

三原市からの情報は全く入らず・・・

しかし浸水被害の状況をＳＮＳなどで知る

三原テレビの災害放送

市内の“今”を伝えるべきでは・・・



①写真による被害状況の紹介（７日）

技術スタッフが撮影した写真や、社員の友人らが
撮影してＳＮＳにアップしていた写真を、許可を
とって放送。

三原テレビの災害放送









②浸水被害の発生現場から様子をリポート

（７日・８日）

高台から浸水した場所を俯瞰で撮影し、被害

状況を紹介。

（携帯電話の回線を使った中継システムを使用）

三原テレビの災害放送



三原テレビの災害放送



③テロップでの生活情報の告知

（７日～現在も続く）

通行止め情報、ＪＲ運行情報、臨時休校・休園、

給水情報、入浴施設、仮設風呂・トイレ情報、

炊き出し情報、災害ごみの収集について、

災害ボランティア、浸水家屋の衛生対策など

生活支援情報 など

三原テレビの災害放送



③テロップでの生活情報の告知

（７日～現在も続く）

ＳＮＳなどを閲覧して入手した情報を、情報発信
元に必ず確認をして放送。

被災している方に向けた情報であれば、とにかく

取り上げてテロップで放送してきた。

三原テレビの災害放送



テロップでの情報提供



テロップでの情報提供



テロップでの情報提供



④災害発生から２週間のニュースを

３０分の拡大版で放送 （通常は１５分）

浸水被害・土砂災害の発生した地域の

被害状況と、復旧に励む地域の人たちを紹介。

水道再開に向けた復旧情報を水道部に取材し

放送。

三原テレビの災害放送



ＳＮＳを使った情報発信

テレビ放送だけでなく、Ｆａｃｅｂｏｏｋで情報を発信。

７月６日から１カ月間で２６８の災害関連の情報を投稿

うち３本は動画

リーチ数・・・６１２,９１２回 いいね・・・２２,８７６回
シェア・・・６,７８３回 動画再生数・・・３６,０４０回

集計期間：７月６日～８月６日

三原テレビの災害放送





視聴者やＳＮＳを見た人の感想

・とにかく三原テレビをずっとつけて情報を集めて
いた。

・三原テレビの情報が一番信頼できる。

・これまでで一番いい仕事をしている。 など

三原テレビの災害放送



現在の取り組み

・ショッピング番組の放送時間やＣＳ再送信の時
間帯を「災害情報」の時間に宛て、被災者の生活
再建に向けた情報や災害ボランティアの募集に
ついてなどの情報を放送。（１日６時間程度）

・日々のニュースの中に必ず災害に関する情報を
一つは入れる（市内にかなり温度差あるため）

三原テレビの災害放送



西日本豪雨で感じた災害放送の課題

・浸水被害が甚大な船木地区では自力避難が

難しい要援護者が３名亡くなられた。

迫る危険を「自分のこと」として感じてもらい

地域での避難活動につなげられるか

三原テレビの災害放送



①データ放送の活用

Ｌアラートと連動し市内に警報が発令されると

自動に緊急放送へ切り替え

三原テレビの災害放送









②ＦＭみはらとの連携

ＦＭみはらと連携、データ放送からいつでも

聴取可能なシステムを構築すると共に

災害時には自主放送の音源をＦＭみはらの

放送へ切り替え

三原テレビの災害放送



③市内に河川カメラの設置

氾濫した河川を中心に夜間でも撮影可能な

河川カメラを設置予定。

（今年度中に２カ所設置予定、順次増台する）

三原テレビの災害放送

河川の状況をリアルタイムで伝えることで

早めの避難に繋げたい



③水位計と連携した河川カメラシステム

広島県が設置している水位計（市内１０カ所）の

情報を自動取得。河川カメラの映像と併せて

画面に表示するシステムを構築予定。

三原テレビの災害放送

カメラが設置されていない河川も状況が

一目でわかる。



今回の災害発生で分かったこと

・情報は自分たちで取りに行くべき。

（ただし連携できるものは積極的に）

・若い世代にも情報を知ってもらう、また情報を

取得するためにＳＮＳを活用すべき。

三原テレビの災害放送



今回の災害発生で分かったこと

・災害は同時多発的に発生するため、

ＮＨＫや民放では全ての地域をカバーする

放送は不可能。

・災害時ほどきめ細やかな地域の情報が必要と

されるためケーブルテレビの役割が重要。

三原テレビの災害放送



三原テレビの災害放送

ご静聴ありがとうございました。


